
（別紙３）

～ 令和8年2月7日

（対象者数） 18人 （回答者数） 14人

～ 令和8年2月7日

（対象者数） 5人 （回答者数）
5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

まずは継続して行っていくことで、職員間の連携を深めさ

らに子どもたちの能力を高めることが出来るようにしてい

く。さらに、用意する活動についても職員同士で声をかけ

合いながら、見直し等を図っていく。

2
・平日など学校が早く終わる時間などを利用して、合同活動

などを増やしていくことが出来るように計画していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今後は、地域のイベント等の情報を収集しながらそこにも

参加できるようにしていく。また、イベント企画時に地域の

方々も誘えるようパンフレットの作成なども行っていく。

2

3

・様々な資格を持っている職員がおり、それに合わせた活動を

行うことで、学習面や運動面、機能面等子どもたちの持つ能力

に合わせた支援ができること。

それぞれ活動を分担し、継続的に行っていくことで成長してい

る部分や課題となっている部分が分かりやすく、職員同士で共

有する事で、日々の支援に活かすことが出来る

・同系列の事業所が近くにあることで、合同活動などが行いや

すく、幅広い年齢の子供たちが触れ合うことが出来、より良い

成長に繋がること。

・土曜日や祝日などを利用して、ほか事業所と合同活動を行う

ことで、様々なご利用者様と触れ合う機会を作り、コミュニ

ケーションの輪を広げるよう取り組んでいます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域住民の方々や地域の子供たちと関わる機会の少なさ
・地域ごとのイベントを知る機会の少なさがあり、情報収

集不足があげられる。

令和8年1月26日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ドリトル加納

○保護者評価実施期間
令和8年1月26日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


